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本学OAシステムの現状と将来
The Actual Situation and Future of OA 
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I はじめに
大学業界における環境は，教育内容の多様化・ 事務業務の分散化・学生人口の今後の減少化
等の諸問題を抱え，学生へのサービス対応・内部処理の合理化などはますます重視されるもの
と思われる。
一方，最新のコンピュータの改革および，利用技術の改善には，めざましいものがあり，特
にコンピュータとコミュニケーションの結合（C&C),LSI （大規模集積回路）の発展によ り，
ノ｛－ソナルコンピュータの普及，オフィスオートメーション（OA）と，従来のコンピュータ
利用の概念を大きく変革し，あたかも人体における神経のごとく，企業内の各組織に広く分散
化し，それを通信により結合していくというエン ドユーザ主体のシステム体制が出現してきた。
このよう な状況下にあって，本学の新しい情報システムの構築にあたっては，最新情報シス
テムの“あるべき姿”を想定して，それに向かつて，的確なアプローチを取り，最適な情報シ
ステムを完成させる必要がある。
本稿では，北海道女子短期大学（以下，「本学」と記す） で平成5年度から教務事務の OA化，
平成6年度から会計事務のOA化が進められている本学事務の OA化の現状と将来の展開につ
いて述べる。
I 現状のシステム
1.現状
現在事務局に敷設されている LANと設置されている機器について説明する。
構成機器は，サーパーマシンが1台と漢字OCR装置，教務端末が2台および入試事務室へ
のデータ提供端末1台を LANで結んでいる。また，入試事務室端末と入試事務マシンは，教
務側が入試側の言葉に書き換えて情報を提供している。その聞はネットワークでデータの受け
I度しをしている（図1）。
データの流れは，
? ? ?
入試願書読込
入試事務室内教務システム端末
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となっている。
2.教務課導入の構成
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入試事務室端末
教務課端末
教務システム （卒業まで）
， ， 
図1 現状のシステム
： ｜入試事務室 ｜ 入試事務端末
教務課に導入したキャンパスシステムの学生管理機能は学生に関する情報をほぼ全域にわ
たってデータベース管理する目的で設計されている。以下に機能構成を示す。
＜学生情報管理の全体機能構成図＞
(1) 学籍情報管理機能群
・在学生管理機能
・学籍情報作成処理 ・学籍情報登録処理
．学籍移動管理機能
・休学情報受付処理 ・除籍情報受付処理 ・退学情報受付処理
・復学情報受付処理 ・転科情報受付処理
・学籍帳票印刷機能
・学籍簿 ・50音順学生一覧 ・学生動向印刷
・クラス名簿 ・卒業証書番号一覧表 ・修了証書番号一覧表
(2）履修情報管理機能
・履修登録処理 ・帳票印刷
・特別履修登録処 ・履修登録確認用一覧 ・再履修者一覧
・試験 ・成績情報設定
．追・ 再試験願受付（個人）
．追 ・再試験願受付（科目）
．成績履歴入力
・帳票印刷（成績関連）
・学生履修登録確認表 ・座席表
．科目／教員別履修者一覧
・科目／教員別受講者数一覧
．教職過程履修者一覧
．教員別受け持ち科目一覧
・試験無資格者一覧表 ・個人成績表 ・成績登録確認表
・試験結果発表 ・単位未修得者一覧 ・成績履歴確認表
・各種OCR処理
• OCR履修登録エラーリスト印刷 ・OCR履修者一覧印刷
・OCR成績登録エラーリスト印刷 ・成績FD投入処理
(3）証明書発行管理機能
・証明書発行（在学生） ・証明書発行台帳印刷
・証明書発行（卒業生） ・単位修得証明書印刷 （在学生）
・証明書発行（白紙） ．単位修得証明書印刷（卒業生）
(4）年次処理機能群
・卒業生管理
・卒業生情報設定 ・卒業証書番号付与 ・卒業証書番号一覧印刷
．専攻科学生管理
・修了生情報設定 ・修了証書番号付与 ・修了証書番号一覧印刷
．聴講生管理
・聴講生修了生情報設定
・学生更新管理
・学年更新 ・留年者設定
・卒業／修了（見込み） 日設定
.FD保存管理
• FD保存処理
・年度更新管理
・年度更新処理
・帳票管理
・出願者名簿 ・卒業認定資料 ・留年者一覧
(5）補助機能
．時間割管理機能
・時間割登録 ・時間割印刷
・修得単位管理
．教室情報管理
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．学科・コース設定
・簡易情報登録
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・短文（4文字）登録 ・長文 (15文字）登録
・続柄登録 ・科目マスタ情報登録 ・科目サフ情報登録
・担当教員情報登録 ・教室名称登録
．教室使用状況一覧印刷
．順位一覧
(6) 入試情報管理機能
・合格者データ投入
・OCRデータ変換
．入試帳票
・合格通知書印刷 ・合格手続台帳印刷
田 教務事務の電算化についての考察
教務事務の電算化について，教務係長の山田樹氏の意見をもとに考察する。また，参考資料
として各種．諸元情報を表lに記す。
1.コンビュータの導入により教務事務はどうなったか。
(1) 電算化されたもの（現時点まで）
① 学籍情報
現在は手入力で行っている。OCR入力されないかぎり入力機器が2台のため，作業時間は
逆に増加する可能性がある。5年間は文書の形で保存し，それ以降は FDで保存できるため，
省スペ スーの利点がある。学生課の環境調査をも とにしているため， OCR化については協議
が必要で、ある。
② 学籍異動管理（休・退 ・復学処理等）
学籍動向の把握は，卒業認定資料の基礎となるデータになるので有効である。一覧表につい
てはワープロ作成のほうが融通がきくのではないか。
③履修登録
教務課において履修登録をさせること（登録の一本化） の意義は大きい。学生の履修状況が
把握できる等メリットが多い。現実的にはエラーが多く（OCR用紙に学生が記入する際の間
違い，あるいは，字が汚いなど種々の問題あり），修正に時間を要する。もう少し考えてみる
必要があると思われる。また，現在の日程では出席簿作成に最低3週間かかるので， 履修登録
期間の見直しが必要ではないか（行事大綱にかかわる）。
④試験，成績情報／成績履歴
採点表の誤読は少なく，信頼性が高い。また，転記の必要がないため作業量，時間ともに縮小，
作業に余裕ができる。ただし重要な事項のため読み合わせは絶対必要 （1回でよいか？従来は
2回） である。
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表1 各種諸元情報
履修関連
操作 旧運用 備考 新運用 備考
履修受付期間
oc R読込時間 ＊＊＊＊＊ 1分／人 画面修正含む
履修登録（EWS) ＊＊＊＊キ 0.1分／人
エラー確認帳票出力 ＊＊牢本＊ 0.5分／人
個人履修確認表出力 牢本＊＊＊ 0.5分／人
oc R読込時間（2000名） ＊＊本牢＊ 33時間 最大値
履修登録時間（2000名） ＊＊＊寧＊ 3時間
エラー確認l帳票出力（2000名） ＊＊＊＊＊ 16時間 個人用と並行して
個人履修確認表出力（2000名） ＊＊＊＊本 16時間 作業可能
履修登録実作業時間（2000名） 52時間
l人で
キ甘7.5日十 α
教員に登録
履修登録に関する作業 2W（担当1人） 出席簿コピー
修正 ・掲示等
成績関連
操作 旧運用 備考 新運用 備考
成績採点表出力
7時間 帳票書士キヲ640枚
( 1学年分）
成績採点表出力 7日（1人） 採点表作成 14時間 上記結果より
採点表Oc R読込 約3時間 5秒×約1280枚＋α
成績設定処理（EWS) 約11時間 l秒／件×38400件
確認表出力 （個人） 90秒／枚
成績表出力 （個人） 30枚／枚
確認表出力 約8時間 320枚×90秒
成績表出力 3日（2人） 成績一覧を切断 約17時間 最大値
成績投入処理時間（2000名） 10-14日 採点表→成績一覧→
53時間
最大値
( 2～ 3人） 証明書用への各転 通常44-5時間
証明書出力関連
t 
操作 旧運用 備考 新連用 備考
卒業見込み証明書タイプの帳票 2分／枚 手作業 10秒／枚
成績証明書タイプの帳票 ， コピー 50秒／枚
単位修得証明書タイプの帳票 10分／枚 手作業＋読み合わせ 3分／枚
免許状見込証明書タイプの帳票 2分／枚 手作業 10秒／枚
これらの帳票をセッ トとし 1時間に発
4人 10人
50枚／人
行可能な人数 （最大値）
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① 各種帳票印刷
現在まで使用したものについてはほぼ完成している。出席簿，教職履修者名簿，座席表など
利用価値の高いものが多い。また，従来業者に発注していた印別物 （名簿等）を自前で印刷，
経費の節約に寄与している。課題は印刷時間の短縮と内容の充実 （二重線，縮小漢字等が使用
できないなど帳票のレイアウトに制約が多すぎる）をはかることである。
⑥証明書発行
成績の入力からダイレクトに（人の手を介さず）出力されるため信頼性が高い。時間の大幅
な短縮も見込まれる。卒業生分の発行が従来通りの手作業のため，ここ数年間は電算と手作業
の2本立てとならざるをえず，繁忙期の仕事量に変化はあまりない。人物調書の作成について
も課題となる。
⑦ 時間割に関して
電算機による自動作成は不可能。入力作業は簡単だが時間がかかる。入力した時間割をもと
にして履修登録がされるため，学生に配布する印刷した時間割と違う場合，履修登録がエラー
となる。時間割の訂正があった場合にはその都度修正が必要だがタイミングを考える必要があ
る。
③教免申請に関して
単位修得証明書の発行，申請者リストの作成などかなり作業量は減少したが，外字の問題は
大きい。外字の問題はすべてに関わってくるので大学としての根本的な姿勢を決定する必要が
あるだろう。
⑨ 卒業 ・入学の処理 （年次処理）
卒業認定資料の作成は教員には好評。ただし，あくまでも資料の下書きとして渡しているも
のなので，本来は担当の教員が作成するもの。そのうち，教務課作成の資料が点検されずにそ
のまま会議に提出されるのではないかと危慎される。卒業 ・入学の処理はおおむねうま くいっ
た。担当部署が必ずしも明確になっていないため各名簿の作成なとごに手間がかかった。
(2) 電算化されていないもの
学生，教員の応対 ・連絡（休 ・補講など）。時間割の作成。集中補講時間割の調査・作成。
定期試験に関すること。各種決済。各種証明書の発行。教員免許に関すること。教採に関する
こと。非常勤講師に関すること。カリキュラムに関すること。教材 ・教具に関すること。各種
調査。その他教務に関すること。
2.その他感じたこと
(1) コンピュータは誰のもの？
電算機導入についての経緯がよ くわからない。教務事務電算化の名目か，あるいは短大事務
全般の電算化が目的か。コンピュー タの管理は誰がするのか。書庫は電算機室なのか。契約内
容について把握するのはどのセクションなのか。電算化について上層部はどの程度の見通しを
もっているのか。機械のトラブルの対処はどこに依頼すればいいのか。 以上のような様々な事
183 
柄について，教員，職員の認知を得ていないのではないか。今後他のセクションの電算化をは
かる場合時間をかけて全学的な了解を得る必要があるのではないか。
(2) 電算化について
今回の教務電算化により事務の制度が増したのはいうまでもない。ただ教務課員の仕事量は
大きな変化はないものと思われる。それは教務の仕事の内容が学生・教員に対するサービス的
側面が多いためである。学生課の場合も同様のことが言えるのではないか。また電算化によっ
てもたらされた余裕は人員の削減にあてるのではなく，勤務時間の短縮など（週休2日制等）
の生活の余裕にあてるべきであろう。機械を入れたら人が減り，その結果仕事量に変化がない
のではなんのための電算化なのか。
(3）機械（含むソフト）について
ソフトの信頼性にかける場合がある。「何々しようと思ったら作動しない」ということがある。
ほかの状況がわからないがこういうものなのか。また，入力されたデータの加工，利用するこ
とはほとんど不可能か。実際のところソフト会社に依頼するしかない。素人の考え方とプロと
では大きく違うことがあり，戸惑うことが多かった。当然のことだが機械は形にはまった仕事
しかできず，仕事に「遊び・余裕」がない。このことに気付くのに時間がしばら くかかった。
コンピュータは便利だが面倒くさいというのも事実である。
3. まとめ
本学の特殊な学科形態，準備期間の不足等の問題はあったが，既に固まってしまっている事
務を電算化する場合，当然発生することであり，それを考えれば比較的うまくいったほうか。
完全になるまでには，あと 1, 2年は必要であろうが，電算化は事務の当然の流れであり，他
の部署もこれから順次電算化されるものと考えられる。そのメリットを全職員・学生が享受す
るのはもちろんだが，直接担当者が実感することが大切。そのためには全職員の協力が不可欠。
また次年度以降カリキュラムの変更が予想されることや，留学生，科目等履修生，過年度卒業
者の対応など多くの検討事項があり，まだまだ完成には時間が必要。コンピュータ担当者も基
本からコンピュータの勉強が必要であるが， 何をどのように勉強してよいのか指針となるもの
がないので、手を付けかねている。 せめてソフ ト会社の担当者と対等に会話ができるくらいには
なる必要があると思われる。
以上が，平成5年度に実際に導入した教務課の全般的な意見と思われる。内容的には初歩的
な部分もあるが，率直に手厳しい意見も多かった。それは，この OA化によって，問題意識を持っ
て仕事を進めてきた結果と受けとめたい。
OA化とは，現在手作業で行っている事務作業を，そのままコンピュー タに置き換えるので
はなく，それ以外の， あるいはそれ以上のプラスアルファをもたらさなければならない。その
プラスアルファとは， 学生 ・教職員のサービスでもあるし，仕事の見直しもそうであろう。
教務課を OA化するにあたっての目的は
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①教務事務の流れの見直し （含む他業務との連携）
② データベース構築 （コンビュータ化）による重複作業の削減
③ データベース構築（コンピュータ化）によるデータの検索・並び替えの容易化等であっ
た
目的を達成できた部分もあるが，まだ問題点・ 改善点は残っている。今後は現状システムを
継続しながら，発展させる必要がある。
N 現状システムの課題と今後
ιj、t述べたように，現状教務側と入試側はデータ的に完全にはつながっておらず，情報サイ
クルという見地からは，不完全であり，この部分の結合を急ぐ必要がある。 また，将来的には
教務事務， 入試事務のみならず， 会計課，学生課 （就職相談室），庶務課（本部総務課），など
の各業務も端末上で処理可能とすれば，学生に関する情報や教職員に関する情報を作業してい
る部署すべてが同じレベルでデータを共有することになり， それに伴う運用面の見直しから，
各種書類のフォーマットや人件費など経費面での削減も実現できる。
また，各種予約業務，手続き業務なども時間短縮され，学生に対するサービスをさらに向上
させることができる。学生の絶対数が減少している昨今，志願者へのイメージアップと他校と
の差別性を明確に打ち出し，学生募集でも大きな力を発揮できると考える。
このような事務関連のOA化のみに的を絞っても，その効果は大きいものがある。
1. システムの将来
各課ローカルネットワークは現状の教務システムに相当する。各課ローカルな世界で，各ス
タン ドアロンで機能する。各課サーバは現状の EWS4800に相当する。メインフレームはセン
ターマシンとしての機能を持つ。 校内学術LANは各研究室に配置し，メインフレームの各機
能を利用することはもとよ り，外部のネットワークへ通信回線を経由してアクセスするなど多
彩な機能を持たせる。
このシスラミム構成では，現状稼働しているローカルネッ トを必要に応じて組み合わせていく
形態を採る。各課ローカルネットワークや校内学術 LANは当然単独で動作し，時期をみてそ
れらを有機的に結合する（図2）。
2.想定する機能構成
想定する機能について概略を説明する。
(1) 各課ローカルネットワーク
①教務課ネッ トワーク
これは，現状存在する教務課システムをそのまま発展させる。
②庶務課（本部総務課）ネットワーク
庶務課ネットワークでは，人事デー タベースを構築し，教職員の人事面での情報を管理し，
また諸規定デー タベースで学則や諸規定の文書管理や改訂作業を行う。有効な DTPツー ルを
??
??
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図2 将来のシステム
端末に組み込めば庶務課内で製本作業も可能である。学内設備データベースは施設の保全管理
に使用する。光ディスク装置を組み込めば図面管理の効率も格段と向上する。 入試データベー
スは，入試願書受付から合格発表までの情報を管理し，その情報は教務課データベースに提供
される。入試事務室で必要な各種統計機能，帳票出力機能を有する。現状は教務システムと
FDでリ ンクしている。
③学生課 （就職相談室）ネッ トワーク
学生課ネットワークは，教務課ネッ トワーク及び庶務課ネットワーク（入試関連）と密接に
関連する必要がある。学生の情報のサイクルを考えるとき，入試からスタートし，在学中は主
に教務課・ 学生課が，そして卒業後は，主に学生課が情報を操作する。情報の二重，三重を防ぐ。
④ 会計課ネッ トワ クー
会計課ネットワ クーは，入学金，授業料，施設設備費などの学費の割り付け， および納入情
報の管理。さらに学校法人会計や給与，物品管理 （固定資産管理）などが考えられる。
(2）校内学術ネットワーク
各研究室や図書館， PAL，法人本部などに端末を設置する。 端末にむかう人の要求にマッ
チした機能を装備する。たとえば，
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①電子メール，電子掲示板などで事務室からの伝言や端末聞の連絡，請求書や精算所の
ペーパレス化また，各課が従来配布している印刷物の取り込みや試験採点表の電子メール化な
ど学内の省力，省資源機能
② 今後の学園運営シュミ レーションや運営に関する情報の加工 ・編集・出力などを行う
経営戦略としての機能
③授業に使う教材開発や，授業のシュミレーションなどメイ ンフ レー ムと連動した研究
開発としての機能
④ 回線を介在して他の外部ネットワークと通信し， 最新の技術動向などを取り込み機能
などが考えられる。
V おわりに
本稿では，次のことについて述べた。
① 教務システムを中心とする本学の OAシステムの現状
②教務事務のOA化の考察
③現状のシステムの課題と今後
平成5年度4月より導入した教務システムは，現状では教務事務の OA化のみにと どまって
おり，蓄積されている情報を有効に活用しているとは残念ながら言い難いと思う。この種のシ
ステムでは，蓄えられた情報をいかに付加価値を持たせ活用していく かがキーポイントであり，
またそれを実現することによって，もっとも重要な情報を作り出すことが可能になる。
学校経営の安定という側面では，学生募集の安定が不可欠である。しかし，18歳入口は1992
年の205万人をピークに減少し， 2000年には105万人まで落ち込むとされている。この先， 将来
に渡って安定した学生募集を実現するためには，他校の差別化を図り「浅井学園jを社会的に
認知させる努力を積極的に行う必要があると思われる。 いわば企業におけるCI活動ならぬSI
(School Identity）活動を展開すべきときである。今後，学生募集や教職員に対するサービス
を一層充実させるべきと考える。
?
1）ここで言うサービスとは，
① 学生に先進的な環境と知識の提供する
本学の教育目標のひとつに，教員養成がある。昨今の教育現場の情報教育環境の整備状況から考えて
仏 教職志望の学生のコンピュ ター リテラシーを向上させることはすなわち，卒業生が教育現場で情報
教育の中心的役割を演じていくということを意味する。それが更なる社会的認知につながり，学生募集
にも大き く貢献する。
現在は，コンピュー タ抜きでは考えられない世の中であり， つま りそれについてのリテラシ 教ー育や
高度な情報教育を学生に教授すること も学生に対する質の高いサービスと考える。情報に強い浅井学園
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という社会的評価は他校への完全なる差目u化を実現し，学生募集の安定に大き く貢献すると思われる。
② 学生に快適な学園生活の提供する
例えば，学生個人に履修登録確認表を配布するといったサービスは，学生の気持ちに立って教務課が
創り出したサービスといえる。学生の履修登録も事前にチェック し，何度も事務局に足を運ばせたくな
いということである。これはマシン化された環境だからこそ創り出すことができたサービスである。こ
のように学生自身が便利になったと実感してくれれば，学生の学園に対する評価もおのずから高ま り，
本学の学生予備軍である今後の受験生にも北海道女子短期大学の名が深く浸透していくと思う。
① 教職員の作業負荷の軽減と，ゆとりある作業環境の提供
手作業で行っていた作業を機械化することによって，それに従事している職員や教員にゆとりが生ま
れる。そのゆと りは，機械では実現不可能な，例えば学生からの様々な相談にもっと時間を裂くことが
できるだろう。また職員の週休2日制なとの問題解決にも寄与できるのではないかと考える。
④ 省力化，小資源化による経費削減など学園運営にメリットのある環境の提供
例えば，学生掲示板をネットワークで結んだ電子掲示板に置き換えたとする。ここでは，まず掲示を
張り出す人件費を削減する。また，掲示用の用紙代の節約にもなる。
また，校内ネァトワークが稼働しはじめると， 学生数動向や諸経費の年間推移，人事情報など学園運
営に必要な情報を必要に応じた形 （グラフ ・表など）で加工編集し，即座に出力可能になる。またメイ
ンフ レー ムを利用して，経営に関する各種のシミュレーションを机上で行い， 即座に結果を引き出すこ
とカfできるよ うになる。
である。
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